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市
街
地
液
状
化
対
策
事
業
つ
い
て 

意
向
調
査
を
実
施
し
ま
す  

対
策
室
で
は
、
市
街
地
液
状
化
対
策
事
業
と
し
て
、
道
路

や
下
水
道
等
の
公
共
施
設
と
宅
地
の
一
体
的
な
液
状
化
対

策
の
検
討
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

こ
れ
ま
で
の
検
討
結
果
は
、
四
月
二
十
七
日
の
説
明
会
で

「
中
間
報
告
」
を
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
が
、
布
佐
東
部
地
区

で
は
、
震
災
に
よ
り
地
盤
の
強
度
が
増
し
た
も
の
の
、
依
然

と
し
て
、
液
状
化
対
策
が
必
要
な
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。 

こ
の
た
め
、
当
地
区
に
適
し
た
液
状
化
対
策
工
法
の
選
定

を
行
い
、
今
後
、
さ
ら
に
詳
細
な
検
討
を
行
っ
て
い
く
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。 

市
街
地
液
状
化
対
策
事
業
は
、
広
い
区
域
を
一
体
的
に
実

施
す
る
こ
と
で
、
個
々
で
対
策
を
行
う
よ
り
も
、
確
実
な
効

果
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
や
個
人
の
負
担
額
が
抑
制
で
き
る

な
ど
の
利
点
が
あ
り
ま
す
。 

し
か
し
、
被
害
の
大
小
、
建
物
の
有
無
、
土
地
利
用
計
画

の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
同
じ
工
法
で
対
策
を
行
う
こ
と
か

ら
、
中
に
は
、
個
人
負
担
額
が
割
高
と
な
る
場
合
も
予
想
さ

れ
ま
す
。
ま
た
、
道
路
の
掘
り
返
し
や
周
辺
地
盤
へ
の
影
響

等
、
実
施
に
向
け
た
課
題
も
多
く
あ
り
ま
す
。 

国
の
基
準
で
は
、
土
地
の
権
利
を
有
す
る
方
の
三
分
の
二

以
上
の
同
意
が
、
事
業
実
施
の
条
件
と
な
り
ま
す
。 

こ
の
た
め
、
現
時
点
に
お
い
て
、
市
街
地
液
状
化
対
策
事

業
に
対
す
る
実
施
希
望
の
意
向
が
低
い
場
合
は
、
個
別
液
状

化
対
策
へ
の
支
援
等
、
他
の
事
業
展
開
を
検
討
し
て
い
く
必

要
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
現
時
点
で
の
皆
さ
ん
の
意
向
を
調
査

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

ご
協
力
の
程
、 

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 
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佐
東
部
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《
当
地
区
で
有
効
と
考
え
ら
れ
る
液
状
化
対
策
》 

 

 

布
佐
東
部
地
区
で
は
、「
締
固
め
工
法
」
と
「
地
下
水
位
低

下
工
法
」
の
二
つ
の
液
状
化
対
策
工
法
に
つ
い
て
、
さ
ら
に

詳
細
な
検
討
を
行
っ
て
い
く
事
と
な
り
ま
し
た
。 

二
つ
の
工
法
の
利
点
、
課
題
を
含
め
た
概
要
は
、
次
の
通

り
で
す
。 

 

 

【
締
固
め
工
法
】 

液
状
化
の
発
生
が
予
想
さ
れ
る
「
緩
い
地
盤
」
に
砂
等

を
杭
状
に
押
し
込
み
、
締
固
ま
っ
た
地
盤
に
改
善
す
る
こ

と
で
、
液
状
化
の
発
生
を
抑
制
す
る
工
法
で
す
。 

建
物
や
支
障
物
の
無
い
場
所
に
適
し
た
工
法
で
、
空
地

の
多
い
当
地
区
で
は
、
最
も
現
実
的
と
思
わ
れ
ま
す
が
、

建
物
が
あ
る
場
合
、
工
事
費
が
割
高
と
な
り
ま
す
。 

土
地
利
用
計
画
が
決
ま
っ
て
か
ら
実
施
す
る
場
合
は
、

建
物
直
下
だ
け
の
対
策
で
も
、
建
物
へ
の
液
状
化
対
策
と

し
て
は
十
分
な
効
果
が
見
込
ま
れ
ま
す
。 

当
地
区
に
建
設
す
る
市
営
住
宅
（
改
良
住
宅
）
の
液
状

化
対
策
は
締
固
め
工
法
を
採
用
し
ま
し
た
が
、
締
固
め
の

範
囲
は
建
物
の
下
だ
け
と
す
る
予
定
で
す
。 

 【
地
下
水
位
低
下
工
法
】 

液
状
化
は
、
地
下
水
位
（
地
中
の
水
面
の
位
置
）
よ
り

下
に
あ
る
砂
の
地
盤
で
発
生
し
ま
す
。 

こ
の
た
め
、
地
下
水
位
が
低
く
な
れ
ば
、
液
状
化
が
発

生
し
な
い
地
盤
の
厚
み
が
増
し
、
被
害
の
程
度
が
軽
減
さ

れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。 

こ
の
工
法
は
、
穴
の
開
い
た
管
を
道
路
の
下
に
敷
設
し
、

流
末
の
マ
ン
ホ
ー
ル
で
ポ
ン
プ
に
よ
り
汲
み
上
げ
る
こ
と

で
、
敷
設
し
た
管
の
位
置
ま
で
地
下
水
位
を
下
げ
る
も
の

で
す
。 

他
の
工
法
に
比
べ
、
個
人
負
担
が
少
な
い
こ
と
や
施
工

の
実
績
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
他
市
に
お
い
て
も
採
用
が
検

討
さ
れ
て
い
ま
す
。 

し
か
し
、
再
度
、
道
路
を
全
面
的
に
掘
り
起
こ
し
て
工

事
を
行
う
必
要
が
あ
る
こ
と
や
、
地
下
水
位
を
低
下
す
る

こ
と
に
よ
る
地
盤
の
沈
下
が
予
想
さ
れ
る
な
ど
、
実
施
に

向
け
た
課
題
も
多
く
あ
り
ま
す
。 

発
行
・
問
合
せ
先 
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土
砂
敷
き
均
し
後
の 

放
射
線
量
を
測
定
し
ま
し
た 

 昨
年
十
一
月
か
ら
本
格
化
し
た
、
被
災
家
屋
の
除
却
工
事
は
、

皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
五
月
十
日
ま
で
に
、

三
十
八
棟
の
除
却
が
完
了
し
ま
し
た
。 

建
物
除
却
後
の
宅
地
に
つ
い
て
は
、
希
望
さ
れ
る
方
を
対
象

に
、
道
路
高
と
宅
地
高
を
調
整
す
る
た
め
に
、
土
の
搬
入
・
敷

均
し
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

搬
入
し
て
い
る
土
は
、
地
中
の
比
較
的
深
い
位
置
か
ら
掘
り

出
さ
れ
た
た
め
、
放
射
線
量
が
低
い
値
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

放
射
線
量
の
測
定
結
果
は
、
次
の
通
り
で
す
。 

◎
地
上
五
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
：
〇
．
〇
四
四
～
〇
．
〇
六
七 

◎
地
上
一
メ
ー
ト
ル 

 
 

：
〇
．
〇
三
五
～
〇
．
〇
五
六 

（
単
位
：
マ
イ
ク
ロ
シ
ー
ベ
ル
ト
／
時
） 

※
測
定
日
：
平
成
二
十
五
年
五
月
一
日 

 

布
佐
東
部
地
区
復
興
会
議
を
開
催
し
ま
す 

 

こ
れ
ま
で
皆
さ
ん
か
ら
様
々
な
意
見
を
頂
い
て
い
る
、
布
佐

東
部
地
区
の
に
ぎ
わ
い
づ
く
り
や
防
災
性
の
向
上
に
向
け
た
更

な
る
取
り
組
み
に
つ
い
て
は
、
地
域
の
皆
さ
ん
に
も
主
体
的
に

参
加
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
必
要
と
な
り
ま
す
。 

こ
の
た
め
、
布
佐
東
部
地
区
の
地
元
自
治
会
を
は
じ
め
、
消

防
団
や
布
佐
商
興
会
、
被
災
者
の
会
等
、
関
係
す
る
主
な
団
体

に
よ
る
「
布
佐
東
部
地
区
復
興
会
議
」
を
開
催
し
、
そ
の
中
で
、

具
体
的
な
取
組
み
に
向
け
た
調
整
を
行
っ
て
い
く
事
と
し
ま
し

た
。 会

議
は
、
六
月
二
日
に
第
一
回
を
開
催
し
、
秋
ま
で
に
方
向

性
を
整
理
で
き
る
よ
う
進
め
て
い
き
ま
す
。 

会
議
の
結
果
に
つ
い
て
は
、
復
興
通
信
で
も
お
知
ら
せ
し
て

い
き
ま
す
が
、
ご
要
望
・
ご
意
見
等
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
対
策

室
ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。 
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